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第１章 長寿命化計画の背景と目的 

１-１  背景 

 

山形市の小・中学校は、昭和４０・５０年代に整備されたものが全５１校中の約半数を占

めており、老朽化が急速に進んでいるため、計画的な改修・改築等により児童生徒に対

し、安全・安心な教育環境を提供する必要があります。 

文部科学省においては、学校施設について「学校施設の長寿命化計画策定に係る手

引」を平成２７年に公表し、施設を長い期間、有効利用できる長寿命化改修、計画的な維

持管理に向けた中長期計画の策定・実施の考え方を示しています。 

山形市においても、次世代に適切かつ安全・安心な公共施設等を受け継いでいくこと

を目的に、平成２７年度に「山形市公共施設等総合管理計画」を策定しております。 

 

１-２  目的 

 

「山形市小・中学校施設長寿命化計画（以下「本計画」という。）」は、上記の背景を踏

まえ教育環境の質的改善、環境配慮などの対策を実施しながら、小・中学校施設を詳細

に診断し、長寿命化（※）を図り、計画的に改修、改築を行いながら、コストの縮減と平準

化を図ることを目的とします。 

※長寿命化・・・施設をこれまでより長く維持することであり、適切な施設保全、 

定期的な維持補修や日常管理が必要です。 

 

１-３  計画の位置づけ 

 

本計画は、国の「インフラ長寿命化基本計画」及び「山形市発展計画」の趣旨を踏まえ

て策定した「山形市公共施設等総合管理計画」に基づく個別施設計画に位置付けられる

ものです。 

 また、学校施設については、文部科学省では平成２７年度に「学校施設の長寿命化計

画策定に係る手引」（平成２７年４月）をまとめ、学校施設の特徴を踏まえた計画策定・対

策実施の促進を図っております。 
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１-４  計画期間 

 計画期間は、令和２年度から令和６年度まで５年間とします。 

ただし、毎年、データ等の更新や、計画内容を見直すこととします。 

 

１-５  対象施設（小・中学校施設一覧） 

                                 令和３年５月１日現在 

学 校 名 所   在   地 
教職員数 児童・生徒数 

学級数 
総数 男 女 総数 男 女 

第一小 本町一丁目 5番 24号 24 8 16 231 113 118 10 

第二小 香澄町三丁目 9番 38号 26 10 16 435 228 207 17 

第三小 宮町五丁目 7番 58号 33 10 23 408 209 199 19 

第四小 相生町 4番 37号 16 7 9 196 109 87 8 

第五小 東原町一丁目 1番 9号 21 8 13 242 141 101 13 

第六小 鉄砲町二丁目 9番 55号 33 11 22 413 191 222 19 

第七小 城北町二丁目 9番 37号 26 8 18 406 184 222 17 

第八小 小白川町二丁目 8番 36号 29 9 20 394 228 166 17 

第九小 馬見ヶ崎二丁目５番１号 38 14 24 631 307 324 25 

第十小 やよい二丁目 6番 1号 28 9 19 411 206 205 17 

南 小 青田二丁目 1番 1号 29 13 16 472 263 209 20 

西 小 西田三丁目 2番 1号 29 12 17 432 226 206 20 

東 小 泉町 19番 31号 27 9 18 371 185 186 16 

鈴川小 鈴川町三丁目 7番 10号 38 13 25 602 311 291 24 

千歳小 落合町 1359番地 23 13 10 338 176 162 15 

金井小 陣場三丁目 7番 60号 43 17 26 797 396 401 29 

大郷小 大字中野 506番地 15 8 7 186 90 96 8 

明治小 大字灰塚 454番地 15 7 8 71 34 37 8 

出羽小 大字漆山 3169番地 23 8 15 364 184 180 15 

楯山小 大字青柳字一本木 64番地 15 6 9 158 92 66 8 

高瀬小 大字下東山 1264番地 15 6 9 113 63 50 8 

山寺小 大字山寺 1650番地 9 3 6 32 12 20 4 

東沢小 防原町 4番地の 15 16 6 10 166 89 77 9 

滝山小 小立四丁目 13番 86号 44 12 32 687 363 324 28 

桜田小 桜田東一丁目 1番 30号 30 10 20 393 197 196 20 

南沼原小 富の中一丁目 1番 4号 52 15 37 847 434 413 34 

宮浦小 

蔵王第一小 

蔵王第二小 

宮浦 17番地の 3 

成沢西四丁目 3番 17号 

蔵王上野字南坂 2116番地 

20 9 11 271 137 134 12 

25 

17 

10 

6 

15 

11 

368 

75 

192 

43 

176 

32 

16 

9 
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学 校 名 所   在   地 
教職員数 児童・生徒数 

学級数 
総数 男 女 総数 男 女 

蔵王第三小 

南山形小 

みはらしの丘小 

本沢小 

蔵王温泉字丈二田 727番地 

大字松原字東河原 188番地 

みはらしの丘三丁目 4番地 

大字長谷堂 1111番地の 1 

8 

23 

31 

13 

3 

9 

14 

6 

5 

14 

17 

7 

6 

372 

508 

68 

1 

189 

265 

39 

5 

183 

243 

29 

2 

16 

21 

7 

西山形小 大字柏倉 888番地 14 5 9 58 27 31 7 

村木沢 大字村木沢 6046番地 15 4 11 73 40 33 8 

大曽根小 大字上反田 278番地 13 6 7 56 30 26 6 

小学校計   876 324 552 11,651 5,994 5,657 532 

           

第一中 松波三丁目 1番 15号 34 16 18 448 233 215 17 

第二中 西崎 62番地 34 19 15 440 211 229 17 

第三中 双葉町二丁目 1番 10号 50 25 25 652 347 305 26 

第四中 花楯二丁目 10番 48号 49 27 22 685 370 315 24 

第五中 薬師町一丁目 14番 10号 40 20 20 533 291 242 21 

第六中 南原町二丁目 3番 55号 50 22 28 696 353 343 25 

第七中 天神町 2520番地 27 15 12 320 162 158 14 

第八中 大字村木沢字河原田 1620番地の 2 15 9 6 109 57 52 5 

第九中 大字津金沢字中谷地 657番地 27 12 15 353 189 164 14 

第十中 若宮一丁目 10番 12号 49 21 28 660 324 336 25 

金井中 陣場三丁目 12番 25号 39 19 20 546 285 261 20 

高楯中 大字中里 38番地 21 12 9 152 79 73 8 

山寺中 大字山寺 1650番地 8 5 3 23 10 13 3 

蔵王第一中 蔵王南成沢 34番地 28 16 12 358 182 176 15 

蔵王第二中 蔵王温泉字丈二田 727番地 6 5 1 6 4 2 3 

中学校計    477 243 234 5,981 3,097 2,884 236 
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第２章 小・中学校施設の目指すべき姿 

 

２-１  小・中学校施設の今日的な課題 

 

小・中学校施設は、未来を担う子どもたちが集い、生き生きと学び、生活をする場であ

るとともに、地域住民にとっては生涯にわたる学習、文化、スポーツなどの活動の場であり、

非常災害時には避難所としての役割も果たす重要な施設になります。そのため、小・中

学校施設の老朽化対策は、先送りのできない重要な課題となっています。 

本市では、昭和４０年代から５０年代にかけて数多くの小・中学校施設が建設され、現

在、校舎等が築４５年以上である学校は５１校中１７校となっています。 

平成１７年度以降は耐震補強工事を最優先に実施してきたことから、屋根や給排水管

等の老朽化が著しく、早期の対応が必要な状況となっています。 

また、老朽化などにより機能低下した施設の改修に当たっては、施設の現況を踏まえ、

本計画を策定し、計画的に改修工事等を行い、施設の長寿命化及び教育環境の改善を

図る必要があります。 

 

２-２  小・中学校施設の在り方 

 

(1) 校舎等の増改築 

安全・安心で、良好な教育環境の実現のため、耐震化されていない学校を最優先に

校舎等の改築事業に取り組んでまいりました。現在は、西山形小学校を改築中です。 

また、老朽化が進んでいる校舎等の増改築や大規模改造については、本計画に基づ

き、建設年次、耐震能力、老朽度合や教育環境の実態などを踏まえ整備の検討を進め

ます。 

 

(2) 過大規模校対策 

過大規模による教育の制約や、不便さが生じている学校について、将来の見通しを踏

まえ、子どもたちの教育環境の平等性を確保し、教育環境の改善を図るため、校舎・屋

内運動場等の改築事業に取り組みます。現在は、南沼原小学校を改築中です。 

 

(3) 小・中学校施設・設備の整備・維持管理 

小・中学校施設の良好な環境を維持するため、本計画を策定し、校舎・屋内運動場の

外壁、屋根改修・内部の大規模改造等や給排水管の更新・トイレの洋式化・空調設備の

整備等について、計画的に取り組みます。 
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第３章 小・中学校施設の実態 

 

３-１ 小・中学校施設の運営状況・活用状況の実態 

 

（１） 小・中学校施設一覧                        

令和３年５月１日現在（単位：㎡） 

 
 

 

学校名 
建築 

年度 

敷地総面積 
うち野外

運動場 

建 物 教室数 

プール構造 
柔剣道

場面積 総面積 
うち 

借用 
校舎 

うち 

木造 

屋 内 

運動場 

うち 

木造 
普通 特別 

第一小 平成15 16,103 ― 3,340 4,949 ― 913 ― １０ 

 
6 ステンレス   

第二小 昭和44 

 
12,144 ― 6,370 4,369 ― 1,116 ― １８ 

 

 

１３ 

 
ＦＲＰ   

第三小 昭和41 18,692 ― 8,694 5,194 ― 1,006 ― １９ 9 ＦＲＰ   

第四小 昭和39 11,893 ― 5,283 4,439 ― 1,103 ― ８ 13 ＦＲＰ   

第五小 昭和43 17,524 ― 7,117 4,968 33 1,132 ― １３ 

 

 

13 ＦＲＰ   

第六小 平成８ 16,772 ― 8,527 7,106 38 1,267 ― 19 

 

 

11 ＦＲＰ   

第七小 平成19 16,515 ― 5,957 6,458 51 1,220 ― 1７ 

 

 

５ ステンレス   

第八小 昭和63 14,874 ― 7,435 5,629 ― 1,286 ― １7 

 

 

８ ＦＲＰ   

第九小 平成７ 20,001 ― 11,043 6,010 ― 1,495 ― 25 
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ＦＲＰ   

第十小 昭和39 19,168 ― 10,124 5,291 104 957 37 1７ １１ ＦＲＰ   

南 小 昭和48 18,184 ― 12,251 5,178 40 1,026 ― ２０ 12 ＦＲＰ   

西 小 昭和52 18,210 ― 10,122 5,384 40 1,021 ― ２０ 12 アルミ   

東 小 平成22 12,336 ― 5,906 5,816 ― 2,272 ― １７ 8 

 
ステンレス   

鈴川小 昭和42 21,175 9,670 12,768 5,775 69 1,367 ― ２４ 10 FRP   

千歳小 平成30 19,885 ― 10,874 4,980 3,529 986 ― １５ 6 ステンレス   

金井小 昭和49 16,884 ― 7,255 6,198 40 1,367 ― 29 8 ＦＲＰ   

大郷小 昭和46 15,376 ― 8,143 3,140 26 1,144 ― 8 8 ＦＲＰ   

明治小 昭和50 13,542   478  5,226 2,118 40 638 ― 8 4 ステンレス   

出羽小 昭和49 14,014 ― 8,360 4,107 50 671 19 15 １０ ＦＲＰ   

楯山小 昭和42 14,662 ― 10,034 2,799 ― 745 ― 8 ６ ＦＲＰ   

高瀬小 昭和43 13,400 ― 10,016 3,203 50 823 37 8 9 ＦＲＰ   

山寺小 昭和61 21,864 732 15,096 2,033 ― 571 ― ４ ４ ＦＲＰ   

東沢小 平成６ 15,754 367 7,820 3,695 17 1,399 ― ９ ９ ＦＲＰ   

滝山小 昭和53 25,532 985 16,089 6,691 ― 1,019 ― ２８ 10 ＦＲＰ   

桜田小 平成２ 18,220 ― 9,623 5,511 ― 1,452 ― ２０ 7 ＦＲＰ   

南沼原小 昭和46 41,789 ― 20,333 6,658 111 1,033 ― ３４ 11 ＦＲＰ   

宮浦小 昭和56 18,394 ― 9,465 5,264 40 1,038 ― １２ 11 ステンレス   

蔵王第一小 昭和52 18,151 28 10,268 4,814 40 1,051 ― １６ 8 アルミ   

蔵王第二小 昭和52 19,072 ― 8,358 3,671 40 788 ― ９ ９ ステンレス   

蔵王第三小 昭和44 16,252 ― 3,731 1,365 40 428 ― 2 5 FRP 上屋付   

南山形小 昭和50 18,916 386 9,901 5,031 717 1,332 ― １６ ８ ＦＲＰ   

みはらしの丘小 平成17 27,305 ― 12,087 5,507 ― 1,565 ― 21 8 ステンレス   

本沢小 平成2 15,039 ― 7,398 2,617 49 676 ― ７ ６ ＦＲＰ   

西山形小 昭和39 17,757 ― 6,806 2,169 40 647 ― 7 ３ ＦＲＰ   

村木沢小 昭和46 14,282 ― 6,345 1,802 52 650 ― 8 4 ＦＲＰ   

大曽根小 昭和47 13,904 ― 10,668 1,853 40 726 ― 7 4 ＦＲＰ   

小学校計   643,585 12,646 328,833 161,792 5,296 37,930 93 535 297     
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学校名 
建築 

年度 

敷地総面積 
うち野外

運動場 

建 物 教室数 

プール構造 
柔剣道

場面積 総面積 
うち 

借用 
校舎 

うち 

木造 

屋 内 

運動場 

うち 

木造 
普通 特別 

第一中 昭和53 29,752 ― 17,970 7,505 ― 1,530 ― １７ １５ アルミ 695 

第二中 昭和59 26,994 ― 13,127 8,483 60 1,325 ― １７ 1９ ＦＲＰ 647 

第三中 昭和47 22,476 ― 11,677 7,920 ― 1,432 ― ２６ 16 ＦＲＰ 765 

第四中 昭和54 26,454 ― 14,002 8,667 60 1,661 ― ２４ 19 ステンレス 679 

第五中 平成26 23,354 ― 13,098 7,410 81 2,249 ― 21 １６ ステンレス 832 

第六中 昭和59 21,748 ― 11,736 8,084 ― 2,044 ― ２５ 18 ＦＲＰ 786 

第七中 平成４ 25,242 ― 15,514 6,064 60 1,420 ― 14 11 ステンレス 733 

第八中 昭和47 21,297 ― 12,516 3,600 40 1,030 ― ５ 1１ ＦＲＰ 695 

第九中 昭和48 25,881 ― 15,637 3,572 40 938 ― １４ 9 ＦＲＰ 702 

第十中 昭和57 27,110 ― 13,544 7,361 60 1,578 ― ２５ 13 ステンレス 727 

金井中 昭和56 20,198 ― 11,994 5,094 60 1,082 ― ２０ 13 ＦＲＰ 622 

高楯中 昭和58 22,673 ― 14,008 4,368 60 1,102 ― ８ 1５ ＦＲＰ 687 

山寺中 昭和61    ― ― ― 1,841 23 569 ― 3 6     

蔵王第一中 昭和54 24,172 27 14,375 4,893 40 1,062 ― 15 13 ステンレスクラッド 694 

蔵王第二中 昭和44 ― ― ― 763 10 400 ― 4 4     

中学校計 
 

317,351 27 179,198 85,625 594 19,422 ― 238 198   9,264  
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（２） 児童生徒数及び学級数の推移 

 

   山形市小中学校児童・生徒数の推移

人数 対前年 （％） 人数 対前年 （％） 人数 対前年 （％）

平成 元 年度 １８,８１１ △394 (97.9) １０,２５３ △403 (96.2) ２９,０６４ △797 (97.3)

 ２ 年度 １８,４２６ △385 (98.0) ９,８８４ △369 (96.4) ２８,３１０ △754 (97.4)

 ３ 年度 １８,０４８ △378 (97.9) ９,６９５ △189 (98.1) ２７,７４３ △567 (98.0)

 ４ 年度 １７,５５０ △498 (97.2) ９,６６９ △26 (99.7) ２７,２１９ △524 (98.1)

 ５ 年度 １７,１２３ △427 (97.6) ９,４５１ △218 (97.7) ２６,５７４ △645 (97.6)

 ６ 年度 １６,７３９ △384 (97.8) ９,１２９ △322 (96.6) ２５,８６８ △706 (97.3)

 ７ 年度 １６,３５１ △388 (97.7) ８,７５４ △375 (95.9) ２５,１０５ △763 (97.1)

 ８ 年度 １５,９１９ △432 (97.4) ８,５９０ △164 (98.1) ２４,５０９ △596 (97.6)

 ９ 年度 １５,４３５ △484 (97.0) ８,５１０ △80 (99.1) ２３,９４５ △564 (97.7)

１０年度 １５,０９６ △339 (97.8) ８,３６６ △144 (98.3) ２３,４６２ △483 (98.0)

１１年度 １４,７７５ △321 (97.9) ８,０９５ △271 (96.8) ２２,８７０ △592 (97.5)

１２年度 １４,３１５ △460 (96.9) ７,８２９ △266 (96.7) ２２,１４４ △726 (96.8)

１３年度 １４,１７２ △143 (99.0) ７,６５７ △172 (97.8) ２１,８２９ △315 (98.6)

１４年度 １４,００２ △170 (98.8) ７,５１４ △143 (98.1) ２１,５１６ △313 (98.6)

１５年度 １４,００６ 4 (100.0) ７,２５２ △262 (96.5) ２１,２５８ △258 (98.8)

１６年度 １３,８４１ △165 (98.8) ７,１１２ △140 (98.1) ２０,９５３ △305 (98.6)

１７年度 １３,６８４ △157 (98.9) ６,９７９ △133 (98.1) ２０,６６３ △290 (98.6)

１８年度 １３,７４９ 65 (100.5) ６,８８３ △96 (98.6) ２０,６３２ △31 (99.8)

１９年度 １３,４７０ △279 (98.0) ６,８７６ △7 (99.9) ２０,３４６ △286 (98.6)

２０年度 １３,３２７ △143 (98.9) ６,７７１ △105 (98.5) ２０,０９８ △248 (98.8)

２１年度 １３,２５４ △73 (99.5) ６,８５９ 88 (101.3) ２０,１１３ 15 (100.1)

２２年度 １３,０７５ △179 (98.6) ６,６７６ △183 (97.3) １９,７５１ △362 (98.2)

２３年度 １３,０８４ 9 (100.1) ６,６８２ 6 (100.1) １９,７６６ 15 (100.1)

２４年度 １３,２２０ 136 (101.0) ６,６６４ △18 (99.7) １９,８８４ 118 (100.6)

２５年度 １３,０６９ △151 (98.9) ６,６４８ △16 (99.8) １９,７１７ △167 (99.2)

２６年度 １２,８１６ △253 (98.1) ６,６１７ △31 (99.5) １９,４３３ △284 (98.6)

２７年度 １２,５６３ △253 (98.0) ６,５８４ △33 (99.5) １９,１４７ △286 (98.5)

２８年度 １２,４９７ △66 (99.5) ６,４７８ △106 (98.4) １８,９７５ △172 (99.1)

２９年度 １２,２７７ △220 (98.2) ６,３６４ △114 (98.2) １８,６４１ △334 (98.2)

３０年度 １２,１６１ △116 (99.1) ６,１３９ △225 (96.5) １８,３００ △341 (98.2)

令和 元 年度 １２,００９ △152 (98.8) ６,１２５ △14 (99.8) １８,１３４ △166 (99.1)

２ 年度 １１,８１２ △197 (98.4) ６,０１９ △106 (98.3) １７,８３１ △303 (98.3)

３ 年度 １１,６５１ △161 (98.6) ５,９８９ △30 (99.5) １７,６４０ △191 (98.9)

年　　度
小学校児童数 中学校生徒数 合　　　　計

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000

平成元年度

３ 年度

５ 年度

７ 年度

９ 年度

１１年度

１３年度

１５年度

１７年度

１９年度

２１年度

２３年度

２５年度

２７年度

２９年度

令和元年度

３年度

小学校児童数 人数

中学校生徒数 人数

合 計 人数
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 山形市小中学校学級数の推移

学級数 対前年 （％） 学級数 対前年 （％） 学級数 対前年 （％）

平成 元 年度 ５７０ △2 (99.7) ２６２ △1 (99.6) ８３２ △3 (99.6)

 ２ 年度 ５７１ 1 (100.2) ２６５ 3 (101.1) ８３６ 4 (100.5)

 ３ 年度 ５７８ 7 (101.2) ２７２ 7 (102.6) ８５０ 14 (101.7)

 ４ 年度 ５６４ △14 (97.6) ２７０ △2 (99.3) ８３４ △16 (98.1)

 ５ 年度 ５５３ △11 (98.0) ２６４ △6 (97.8) ８１７ △17 (98.0)

 ６ 年度 ５４０ △13 (97.6) ２５８ △6 (97.7) ７９８ △19 (97.7)

 ７ 年度 ５３１ △9 (98.3) ２４７ △11 (95.7) ７７８ △20 (97.5)

 ８ 年度 ５１８ △13 (97.6) ２４０ △7 (97.2) ７５８ △20 (97.4)

 ９ 年度 ５１０ △8 (98.5) ２４０ 0 (100.0) ７５０ △8 (98.9)

１０年度 ５０２ △8 (98.4) ２３８ △2 (99.2) ７４０ △10 (98.7)

１１年度 ４９５ △7 (98.6) ２３３ △5 (97.9) ７２８ △12 (98.4)

１２年度 ４９０ △5 (99.0) ２２５ △8 (96.6) ７１５ △13 (98.2)

１３年度 ４９０ 0 (100.0) ２２４ △1 (99.6) ７１４ △1 (99.9)

１４年度 ５１６ 26 (105.3) ２２４ 0 (100.1) ７４０ 26 (103.7)

１５年度 ５３６ 20 (103.9) ２１９ △5 (97.7) ７５５ 15 (102.0)

１６年度 ５４９ 13 (102.4) ２１７ △2 (99.1) ７６６ 11 (101.5)

１７年度 ５４３ △6 (98.9) ２２４ 7 (103.2) ７６７ 1 (100.1)

１８年度 ５４５ 2 (100.4) ２２３ △1 (99.6) ７６８ 1 (100.1)

１９年度 ５４１ △4 (99.3) ２３０ 7 (103.1) ７７１ 3 (100.4)

２０年度 ５４３ 2 (100.4) ２２８ △2 (99.1) ７７１ 0 (100.0)

２１年度 ５３９ △4 (99.3) ２３２ 4 (101.8) ７７１ 0 (100.0)

２２年度 ５４１ 2 (100.4) ２３７ 5 (102.2) ７７８ 7 (100.9)

２３年度 ５４７ 6 (101.1) ２５０ 13 (105.5) ７９７ 19 (102.4)

２４年度 ５５２ 5 (100.9) ２４７ △3 (98.8) ７９９ 2 (100.3)

２５年度 ５５９ 7 (101.3) ２４９ 2 (100.8) ８０８ 9 (101.1)

２６年度 ５５２ △7 (98.7) ２５２ 3 (101.2) ８０４ △4 (99.5)

２７年度 ５４５ △7 (98.7) ２５２ 0 (100.0) ７９７ △7 (99.1)

２８年度 ５４５ 0 (100.0) ２４９ △3 (98.8) ７９４ △3 (99.6)

２９年度 ５４１ △4 (99.3) ２４６ △3 (98.8) ７８７ △7 (99.1)

３０年度 ５４７ 6 (101.1) ２３６ △10 (95.9) ７８３ △4 (99.5)

令和 元 年度 ５３１ △16 (97.1) ２３８ 2 (100.8) ７６９ △14 (98.2)

２ 年度 ５３５ 4 (100.8) ２３８ 0 (100.0) ７７３ 4 (100.5)

３ 年度 ５３２ △3 (99.4) ２３６ △2 (99.2) ７６８ △5 (99.4)

年　　度
小学校学級数 中学校学級数 合　　　　計

0 200 400 600 800 1,000

平成元年度

３ 年度

５ 年度
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（３） 学校の配置状況 

  小学校 

（R3.5月現在）
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  中学校 
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（４） 投資的経費の推移 

平成２６年～平成３０年度の５年間の学校教育関連経費は、約６億円～２０億円で、５

年間の平均は約１０億円／年となります。 

   

（５） 小・中学校施設の保有量 

 

単位：億円
H26 H27 H28 H29 H30

光熱水費 2.15 2.08 1.97 2.08 2.07
施設整備費 3.75 2.94 2.28 12.28 17.43
その他施設整備費 0.29 0.28 0.28 0.29 0.29

6.19 5.3 4.53 14.65 19.79

小学校

計

0

5

10

15

20

25

H26 H27 H28 H29 H30

（億円）

（年度）

施設関連経費推移（小学校）

光熱水費 施設整備費 その他施設整備費
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山形市の小・中学校は、築３０年以上の建物が２１．３万㎡で、施設の６８％になり老朽

化が進んでいる状態です。今後、長寿命化の可能性を検討する必要があります。 

（６） 今後の維持・更新コスト（従来型） 

 仮に４０年間で従来の修繕・改修を実施していく場合、４０年間の経費は１，４００億円か

かり、年平均で３５億円となります。これは、直近５年間の平均経費１０億円／年の３倍を

上回ります。そのため従来型の整備は困難であり、従来型より安価な長寿命化改修（※）

を検討する必要があります。 

 
改築周期４０年 改築単価３５万円／㎡ 工事期間２年 

            実施年数より古い建物は、１０年以内に実施の条件で算定 

            大規模改造２０年周期 
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長寿化改修周期４０年  

工事期間２年 実施年数より古い建物の改修を１０年以内に実施 

   大規模改造２０年周期 

（ただし、改築、長寿命化改修の前後１０年間は実施しない） 

   Ｃ評価を今後１０年間以内、Ｄ評価を今後５年以内に部位修繕を実施 

    改築単価３５万円／㎡ 半分の改修割合とし、国の改修比率を乗じて算定 

  ※長寿命化改修・・・建築後４０年以上経過した建物について、構造体の長寿 

命化やライフラインの更新などにより、建物の耐久性を 

高める改修。交付金の対象となりますが、改修後３０年 

以上使用するなどの条件があります。 

（７） 課題 

 本市の小・中学校施設は築４０年・５０年を越える建物が約半数を占めるため、改築時

期が一定期間に集中し、本市財政への影響が懸念されます。このため、整備コストの縮

減と計画的な整備による事業費の平準化に向けた取り組みが必要となります。 

 

３-２  小・中学校施設の老朽化などの実態 

 

老朽化の実態把握を行うため、建築物の「建築基準法第１２条第２項及び、第４項に基

づく定期点検（平成２９年度実施）（※）」を用いました。その他、耐震診断時のコンクリート

強度試験結果、コンクリート中性化深度試験結果等を用いて構造安全性の評価指標を

表に示しました。 

 次ページより、小・中学校の建物情報の集計状況（令和２年３月現在）を記載しておりま

す。 

※ 建築基準法第１２条第２項及び第４項の定期点検制度 

・・・国、県又は建築主事を置く市町村が所有、管理する一定の要件を超える 

建物に対して、定期的な調査・検査を行なう制度。 
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建物一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

小学校劣化箇所分布【総合】

A B C D 合計

件数 28 39 44 1 112

割合 25% 35% 39% 1% 100%

件数 27 36 49 0 112

割合 24% 32% 44% 0% 100%

件数 25 37 50 0 112

割合 22% 33% 45% 0% 100%

件数 25 37 50 0 112

割合 22% 33% 45% 0% 100%

件数 25 37 50 0 112

割合 22% 33% 45% 0% 100%

Ａ：概ね良好　Ｂ：部分的に劣化　Ｃ：広範囲に劣化　Ｄ：早急に対応する必要がある

外装

内部仕上

電気設備

機械設備

　　　　　　　　　評価

劣化箇所

屋根・屋上
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評
価
件
数

劣化箇所

小学校劣化箇所分布【総合】

A B C D
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小学校劣化箇所分布【校舎】

A B C D 合計

件数 21 23 29 1 74

割合 28% 31% 39% 1% 100%

件数 21 20 33 0 74

割合 28% 27% 45% 0% 100%

件数 19 21 34 0 74

割合 26% 28% 46% 0% 100%

件数 19 21 34 0 74

割合 26% 28% 46% 0% 100%

件数 19 21 34 0 74

割合 26% 28% 46% 0% 100%
機械設備

　　　　　　　　　評価

劣化箇所

屋根・屋上

外装

内部仕上

電気設備
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評
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小学校劣化箇所分布【校舎】

A B C D
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小学校劣化箇所分布【屋内運動場】

A B C D 合計

件数 7 16 15 0 38

割合 18% 42% 39% 0% 100%

件数 6 16 15 1 38

割合 16% 42% 39% 3% 100%

件数 6 16 16 0 38

割合 16% 42% 42% 0% 100%

件数 6 16 16 0 38

割合 16% 42% 42% 0% 100%

件数 6 16 16 0 38

割合 16% 42% 42% 0% 100%

　　　　　　　　　評価

劣化箇所

屋根・屋上

外装

内部仕上

電気設備

機械設備
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評
価
件
数

劣化箇所

小学校劣化箇所分布【屋内運動場】

A B C D
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中学校劣化箇所分布【総合】

件数 1 30 9 0 40

割合 3% 75% 23% 0% 100%

件数 1 30 9 0 40

割合 3% 75% 23% 0% 100%

件数 1 30 9 0 40

割合 3% 75% 23% 0% 100%

件数 1 30 9 0 40

割合 3% 75% 23% 0% 100%

件数 1 30 9 0 40

割合 3% 75% 23% 0% 100%

Ａ：概ね良好　Ｂ：部分的に劣化　Ｃ：広範囲に劣化　Ｄ：早急に対応する必要がある

外装

劣化箇所
A B C D 合計

　　　　　　評価

電気設備

屋根・屋上
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中学校劣化箇所分布【総合】

A B C D
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中学校劣化箇所分布【校舎】

件数 1 10 5 0 16

割合 6% 63% 31% 0% 100%

件数 1 10 5 0 16

割合 6% 63% 31% 0% 100%

件数 1 10 5 0 16

割合 6% 63% 31% 0% 100%

件数 1 10 5 0 16

割合 6% 63% 31% 0% 100%

件数 1 10 5 0 16

割合 6% 63% 31% 0% 100%

D 合計
劣化箇所

A B C
　　　　　　評価
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中学校劣化箇所分布【屋内運動場】

件数 0 9 4 0 13

割合 0% 56% 25% 0% 81%

件数 0 9 4 0 13

割合 0% 56% 25% 0% 81%

件数 0 9 4 0 13

割合 0% 56% 25% 0% 81%

件数 0 9 4 0 13

割合 0% 56% 25% 0% 81%

件数 0 9 4 0 13

割合 0% 56% 25% 0% 81%

　　　　　　評価

屋根・屋上
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中学校劣化箇所分布【武道場】

件数 0 11 0 0 11

割合 0% 69% 0% 0% 69%

件数 0 11 0 0 11

割合 0% 69% 0% 0% 69%

件数 0 11 0 0 11

割合 0% 69% 0% 0% 69%

件数 0 11 0 0 11

割合 0% 69% 0% 0% 69%

件数 0 11 0 0 11

割合 0% 69% 0% 0% 69%

電気設備

機械設備

合計
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劣化状況調査（全体）

件数 135 336 288 1 760

割合 17.8% 44.2% 37.9% 0.1% 100%

Ａ：概ね良好　Ｂ：部分的に劣化　Ｃ：広範囲に劣化　Ｄ：早急に対応する必要がある

D 合計A B C
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屋上や外壁、内部仕上げ、設備等の構造躯体以外については、経年劣化等が進んでい

る箇所があります。 

 

建物外部 

 

 

ア 屋根（葺材） 

屋根葺材・塗装の劣化 

イ 屋根（防水） 

防水（露出・保護）の劣化 

  

ウ 外部仕上げ 

全体的に劣化が進み、ひび割れ等が発生 

エ 外壁（シーリング） 

外壁のシーリング材の破断・変色等 

 

 

オ 外部建具 

鋼製建材、アルミ建材の動作不良・漏水等 

カ 外部天井 

軒天井の汚れや剥がれ等 
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建物内部 

 

外構 

 

 

ア 内部床 イ 内部壁 

ひび割れや床の剥がれ、擦り減り等 壁仕上材（RC・ボード面）の汚れや剥がれ等 

  

ウ 内部建具 エ 内部天井 

内部建具の開閉動作不良・汚れ等 天井仕上の汚れや剥がれ等 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 外周フェンス 

建材の腐食・錆の発生、支柱のぐらつき等 

イ グラウンドフェンス 

建材の腐食・錆の発生、支柱のぐらつき等 

  

ウ 遊具 

点検記録からの評価 
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設備 

 

 

 

 

ア 受水槽 

残留塩素濃度の低下 

イ 火災報知機 

操作パネルの故障 

 

 

ウ トイレ 

現代のニーズに対応していない 

エ 照明器具 

高効率型の照明器具（ＬＥＤ）への切替 

 

 

オ 循環設備の老朽化（プール） 

濾過タンク下部の漏水 

カ フェンスの老朽化（校内側） 

支柱及びフェンスの錆 
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第４章 小・中学校施設整備の基本方針 

４-１  小・中学校施設の規模・配置計画等の方針 

 

（１）  学級数の基本方針 

 小・中学校の学級数については、学校教育法施行規則（昭和２２年文部省第１１号）に

より標準の学級数が定められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２） 小・中学校施設の配置計画 

① 児童生徒数と学級数 

 学校教育法施行規則では、標準学級数を１２学級以上１８学級以下としており、義務教

育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律の施行令では、５学級以下の学校と統

合する場合には、２４学級まで適正とされています。 

 また、山形市においては、教育山形「さんさん」プランに沿って、小・中学校ともに１学級

あたり２１人から３３人の少人数学級編成としています。 

② 望ましい学校規模に向けての基本方針 

 最善の教育サービスを提供するため、小学校にあっては１２学級から２４学級、中学校

にあっては９学級から２４学級としています。 

③ 望ましい学校規模に向けての基本方針 

人口の変動や偏在等に対応するため、以下の施策を行っていきます。 

〇通学区域の変更により、望ましい学校規模になると予測される学校は、通学区域の見

直しを行います。 

〇望ましい学校規模を将来も著しく上回り続けると予測される学校は、通学区域の見直し 

や分離新設を進めます。 

〇１学年２０人を将来も下回ると予測される学校は、隣接する学校との統合を検討します。 

※「望ましい学校規模の実現にむけて」より 

 

 

 

学校教育法施行規則により抜粋 

第４１条 

小学校の学級数は、１２学級以上１８学級以下を標準とする。ただし、地域の実態

その他により特別の事情のあるときは、この限りでない。 

第７９条 

第４１条（中略）までの規程は、中学校に準ずる。 
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４-２  小・中学校施設の整備の基本方針 

 

（１）  施設整備の内容 

① 基本的な考え方 

施設整備については、整備年度の分散、財政負担の軽減化を図りながら、適正な維

持管理及び計画的な改修工事等の実施を基本とします。 

  また、本計画に基づき、望ましい学校規模を踏まえた検討を行ったうえで、改築を進

めます。 

② 施設整備の基本方針 

・安全・安心で良質な施設環境の確保 

学校管理者や法令点検業者等との連携により、計画的かつ効率的な維持改善を行い

ます。計画的な改修工事等を行い、施設の長寿命化を図りながら、教育環境の改善を図

ります。 

・高度情報化への対応 

新学習指導要領に基づき、学校教育においても、児童・教員が高度情報化社会に対

応できる能力を身につけることが必要となっており、情報教育の充実及び情報基盤の整

備を図ります。 

・バリアフリー（※）化の推進 

誰もが地域の中で普通に生活できる社会を目指すノーマライゼイションの理念に基づ

き、学校を利用する全ての人が、年齢や障害を意識せず活動できるような施設整備を図

ります。 

※バリアフリー・・・社会生活に参加する上で生活の支障となる物理的な障害や、精神 

           的な障壁を取り除くための施策、若しくは具体的に障害を取り除いた 

事物及び状態のこと。 

・心身の健康に配慮した施設の整備 

社会情勢等の急激な変化に伴い、学校を取り巻く環境が大きく変化するなか、ストレス、

悩み、不安を抱える児童が増えてきており、それらを解消するため、学校を生活空間とし

て見直し、食事、トイレなど生活様式の変化に対応した環境整備を図ります。 

また、シックハウス症候群等（※）に対応するため、化学物質等を発散する建材等の使

用はできるだけ控え、可能な限り自然素材の活用を図ります。 

※シックハウス症候群・・・建材等から発生する化学物質などによる室内空気汚染と 

それによる健康障害の総称 

・環境に配慮した小・中学校施設の整備 

環境負荷の低減や自然との共生に対応した施設を整備するとともに、未来を担う子ど

も達が環境問題を身近に感じられるように、太陽光や太陽熱等の自然エネルギーの導入、

緑化や木材利用等により、環境負荷の低減や自然との共生等を考慮した施設整備を推

進します。 
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・地域開放を前提とし、地域との関わりを持った学校づくりの推進 

屋内運動場、特別教室及び多目的ルーム等の施設の一部について地域開放及び放

課後児童クラブの設定を念頭においた整備を図ることを基本とします。また、開放する部

分については、管理上、独立して機能できるように配置計画等を考慮していきます。 

・避難施設としての防災機能の確保   

小・中学校施設は、地震等の非常災害時において地域住民の応急避難場所としての

役割を果たすことから、校舎･屋内運動場等の安全性の向上のために必要な耐震性を確

保するとともに、防災機能の確保を図ります。 

（２）長寿命化の方針 

① 長寿命化の基本的な考え方 

鉄筋コンクリート造の学校施設の法定耐用年数は、４７年となっておりますが、これは税

務上、減価償却費を算定するためのものです。物理的な耐用年数はこれより長く、適切

な維持管理がなされ、コンクリート及び鉄筋の強度が確保される場合には７０～８０年程

度、さらに、技術的にはそれ以上持たせるような長寿命化も可能であります。 

② 目標年数 

本計画における目標年数は８０年と設定します。 

「建築物の耐久計画に関する考え方」（※）において、鉄筋コンクリート造の場合、望まし

い耐用年数は、普通品質で６０年以上、高品質で１００年以上の設定が望ましいと定めら

れており、学校の場合、普通品質で５０～８０年とされていることから、８０年と設定します。 

目標年数は、劣化防止策を伴う長寿命化改修が実施され、維持保全がなされることを

前提に、本市の小・中学校施設を有効使用する目標年数として計画上定めるものです。 

施設の維持管理状況により構造体の状態も異なるため、コンクリートの中性化や圧縮

試験、鉄筋及び鉄骨の腐食度合いなどを調査して、施設毎、目標年数を個別に見直し

ていきます。 

※建築物の耐久計画に関する考え方・・・社団法人 日本建築学会発行 
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③ 長寿命化の周期 

今後は、改築より工事費が安価で工期が短い長寿命化を図ります。そのためには必要 

な改修の周期を設定し、定期的に必要な改修を行っていきます。 

   （長寿命化のイメージ） 

 

④ 長寿命化工事への課題 

工事の実施方法については、児童生徒の安全を確保すること、及び授業等の学校運

営への配慮が最も重要になります。長寿命化工事の実施の際は、校舎が使用出来ない

ことから、仮設校舎の使用、または近隣校への移動等を検討し、それぞれの長所・短所を

考慮し、採用方式を決めていきます。 

また、基準的な比較に併せ、改修工事費と改築工事費の比較を行い工事の実施方法 

を決めていきます。（例：２校の改修工事の実施と２校の統合による改築） 
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第５章 改修等の施設整備方針 

 
５-１  改修等の施設整備方針 

 

（１） 校舎等の改築 

計画的な改修工事等による施設の長寿命化を図り、改築が必要になった場合は、望ま

しい学校規模を踏まえた検討を行ったうえで、進めています。 

 

（２） 小・中学校施設の改修 

改修の履歴や施設の現況を踏まえて計画的な改修工事等を行い、施設の長寿命化

及び教育環境の改善を図ります。 

・校舎等の内・外装の改修 

建築後２０年以上経過した小・中学校については、施設の現況を調査のうえ、外装 

（屋根・外壁）及び内装（内壁・床・天井）の改修により、機能低下した建物の耐久性の 

確保を図ります。 

・給排水設備の改修 

小・中学校の給排水管等の腐食等の状況確認及び改善方法の調査を行ったうえ、計

画的な改修を図ります。建築後３０年以上経過している小・中学校においては、全面的な

改修を検討します。また、児童数の減により水道水の使用量が減り、適正な規模の受水

槽、高架水槽の容量の検討及び停滞水による水質の低下の改善も図ります。 

・高圧電気設備の改修 

定期的な点検を行い、計画的な改修を図ります。また、建築後３０年以上経過している

場合は、高圧電気設備の更新を検討します。 

・トイレの改修 

洋式便器への交換や小便器の洗浄方法など最小限の範囲で、１校当たりの工事費を

抑制し、トイレ空間全体の改修を実施し、トイレ環境を改善していきます。 

・空調設備の改修 

校舎等を改築する際は、省エネルギーに対応した高性能型の冷暖房兼用空調設備の

導入を図ります。既存の小・中学校における整備時には、冷暖房施設整備については、

原則として省エネルギーに対応した高性能型の冷暖房兼用空調設備を設置するとし、年

次計画により整備を図ります。 

また、既に冷房設備の設置を完了している教室、管理諸室については、FF 式石油暖

房機の更新を行うことを原則とします。 

・エコ窓の設置 

増改築時には複層窓ガラスを導入しているが、内外装の大規模改造時においても複

層ガラス等の導入を検討するとともに、一級積雪寒冷地域（※）の小・中学校については、
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年次計画により複層ガラス等への改修を図っていきます。 

※「一級積雪寒冷地域」 

（義務教育諸学校等の国庫負担金等に関する法律施行令 7 条 5 項） 

冬季平均気温零下５度以下又は、積雪量月 300ｃｍ以上の地域 

・プール設備の改修 

多くのプール循環ろ過設備の更新が必要となっています。プール本体の塗装及び 

ろ過設備について、年次計画による更新を図ります。 

 

（３）環境に配慮した小・中学校施設の整備 

環境対策として、太陽光や太陽熱等の自然エネルギー設備や高効率型の照明機器

（ＬＥＤ）を導入するとともに、建具・外壁・屋上の高気密化や高断熱化を図ります。 

また、「山形市の公共建築物等における木材の利用促進に関する基本方針」に基づき、

可能な限り木材資源の活用を図るとともに、利用する木材は原則として市産材の使用に

努めてまいります。 

 

（４）情報機器の整備 

「学校におけるＩＣＴ（※）環境整備について」を基にＩＣＴ機器の整備目標に適合した環 

境整備に努めるとともに、ＩＣＴ機器を教師や児童が学習道具として更に活用できるように

情報教育体制の充実を図ります。 

※ＩＣＴ・・・情報通信技術のことで、さまざまな形状のコンピュータを使った情報処理や 

通信技術の総称。 

 

（５）学校用家具の充実 

学校用家具は、地震時や児童生徒の多様な行動、頻繁な使用に対し、転倒や落下等

の危険がないように、十分な耐用性及び安全性を確保します。 

 

（６）バリアフリー化の推進 

改築の際は、児童生徒、教職員、保護者、地域住民等の多様な人々が年齢や障が 

い等を意識せず普通に使用できるように、エレベーター・スロープ・手すり・多目的トイレ

等の整備を図ります。また、バリアフリー化促進の観点から、児童生徒等が、安全かつ円

滑に小・中学校を利用できるよう個々のニーズに応じた対策を実施してまいります。 

 

（７）防犯機能の整備 

改築の際には、職員室等から校舎内や周囲が見通しできる配置計画を基本とし、見通

しが困難な場所や死角となる場所にある門や出入口付近には、防犯カメラ等の防犯監視

設備を設置していきます。 

なお、玄関のオートロック機能や防犯カメラ等の防犯設備が未設置校については、 
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直接的に不審者の侵入を防止するオートロックの設置を優先に整備し、その後、防犯カ

メラの設置を図っていきます。 

 

（８）屋外環境の整備・改修 

児童生徒の各学年に応じた体力や運動内容等を考慮し、運動技能の向上に資するグ

ラウンドを整備します。また、屋外環境を様々な体験活動の場として活用するため学校敷

地の整備充実を図ります。 

 

（９）避難施設としての防災機能の整備 

建物の天井材等の内外装材及び家具、設備機器など非構造部材の耐震化を図って

いきます。「受水槽活用整備計画」に基づき、小・中学校の改築時及び給水設備の改修

時に、受水槽への緊急遮断弁、アタッチメント（※）付きの蛇口の設置を行い、天災時の

応急給水活動に資するものとします。 

※アタッチメント・・・付属品、付属装置 
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第６章 長寿命化の実施計画 

 
６-１ 改修等の優先順位付 

 

（１）小・中学校の施設整備の優先順位について 

施設整備の優先順位については、施設の安全確保を最優先としながら、施設の長

寿命化や機能確保等を勘案し、小・中学校施設の長寿命化を図ります。建物情報の

劣化状況調査で、健全度が「Ｄ」の事項を最優先に整備していきます。また、下記

の事項を基本原則として施設整備を行うこととします。 

[優先順位] 

・児童生徒の安全確保という視点から、施設老朽化等により危険が生じる可能性の

あるもの。  

・施設の耐久性に著しく影響を及ぼしており、施設の維持管理には必須であるもの。  

・通常の機能が損なわれており、学校運営に支障がでているもの。  

・学校間の整備水準の格差を是正するもの。  

・教育環境を改善、充足するもの。 

 

６-２ 実施計画 

 

施設整備の実施については、計画のデータ等の更新を行い、計画内容を見直し、適

切な維持保全を行い、教育環境の改善、安全・安心な教育環境を提供しながら、小・中

学校施設の整備を図ってまいります。 

築２０年以上の建物については、大規模改造（機能低下の回復、部分的改修）を

行い、築４０年以上の建物については、長寿命化改修（機能向上を含む改修）を行

い、築６０年以上の建物については、大規模改造（機能低下の回復、部分的改修）

を行い、長寿命化を図っていきます。 

ただし、腐食や劣化の激しい建物、学校運営に影響がある場合等については、建

物の劣化状況など総合的に勘案した上で、改築の時期を検討していきます。 

なお、改築は原則として、棟（校舎、屋内運動場、武道場）ごとに行います。 

[主な改修項目] 

・校舎等の大規模改造（校舎等の内外装、給排水設備等）  

・防犯機能の整備（防犯カメラ、職員玄関にオートロック設置）  

・屋内運動場高窓ガラス飛散防止対策工事 

・エコ窓設置工事         ・学校トイレ改修工事 

・空調設備改修工事       ・プール設備の改修  

・屋外環境の整備・改修     ・避難施設としての防災機能の整備 
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[小・中学校改修計画] 

 

 

 

改修年度 改修内容 事業費（千円）

西小学校屋内運動場屋根改修工事 19,778

出羽小学校屋内運動場改修工事 5,459

高瀬小エコ窓設置工事 3,500 １年目

トイレ改修事業（三小、六小、十小、蔵王二小、村木沢小） 227,197

千歳小学校屋内運動場高窓ガラス飛散防止対策事業 12,584

トイレ改修事業（一中、八中、九中、蔵王一中） 202,408

出羽小学校屋内運動場改築事業 1,320 耐力度調査、改築方針等検討

第九中学校校舎増築等事業 35,475 実施設計（既存改修含）、地質調査

金井小学校軒下落下防止工事 18,271

高瀬小エコ窓設置工事 2,816 ２年目

トイレ改修事業（四中、十中、金井中、高楯中） 267,950

出羽小学校屋内運動場等改築事業 13,847 プール実施設計、地質調査

第九中学校校舎増築等事業 423,095
増築工事、音楽室改修、外構設計
自転車小屋増築

金井小学校校舎西側外壁改修工事 47,000

高瀬小エコ窓設置工事 3,355 ３年目

トイレ改修事業（二中、三中、六中、七中、山寺小中学校） －

出羽小学校屋内運動場等改築事業 － プール改築工事

第九中学校校舎増築等事業 － 既存校舎改修工事、自転車置場増築

第二小学校校舎屋根改修工事

村木沢小学校校舎外壁改修工事

防犯対策事業 － 整備する小中学校を検討中

校舎等大規模改修工事 － 整備する小中学校を検討中

校舎等屋根改修及び塗装工事 － 整備する小中学校を検討中

給水設備改修工事 － 整備する小中学校を検討中

プール循環設備改修工事 － 整備する小中学校を検討中

出羽小学校屋内運動場等改築事業 －
プール解体、屋内運動場基本・実施
設計

防犯対策事業 － 整備する小中学校を検討中

校舎等大規模改修工事 － 整備する小中学校を検討中

校舎等屋根改修及び塗装工事 － 整備する小中学校を検討中

給水設備改修工事 － 整備する小中学校を検討中

プール循環設備改修工事 － 整備する小中学校を検討中

出羽小学校屋内運動場等改築事業 屋内運動場改築工事

防犯対策事業 － 整備する小中学校を検討中

校舎等大規模改修工事 － 整備する小中学校を検討中

校舎等屋根改修及び塗装工事 － 整備する小中学校を検討中

給水設備改修工事 － 整備する小中学校を検討中

プール循環設備改修工事 － 整備する小中学校を検討中

　※令和７年度以降については、「６-１改修等の優先順位付」に従い、「６-２実施計画」に基いて長寿命化改修工事、
     大規模改造工事及び必要な整備を行います。

改修計画
備考

令和２年度

令和３年度

令和６年度

令和７年度

令和４年度

令和５年度
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６-３ 長寿命化のコストの見直し 

 

（１）コストの見直し 

今後の維持・更新コスト（長寿命化型）の総額は、４０年間で１，０５０億円となり、１年間

の平均は、２６億円になりますが、従来型の改築よりは安価になります。ただし、過去の施

設関連経費と比較すると２倍以上のコストが必要になります。 

個々の小・中学校施設の長寿命化だけでは限界があることから、財政制約ラインと今

後の維持・更新コストとのかい離を埋めていくため、小・中学校施設の配置や規模、設備

の活用面等など見直しをしていく必要があります。 

 

（２）財源について 

国の交付金（学校施設環境改善交付金）を改修の主な財源とし、起債の活用を図り整

備を進めてまいります。 

また、ＰＦＩ手法（※）により、民間の資金、経営能力、技術的能力の活用を検討してま

いります。 

※ＰＦＩ（プライベイト・ファイナンス・イニシアティブ） 

   民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）を活用し、公共施設等の設計・建設・ 

改修・更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法の一つ。 

再掲 

 



35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　公立学校施設整備事業

事業名
負担（算定）
　　割合

事業の内容

新増築 1/2 校舎、体育館等の新増築（教室不足の解消、学校統合）

1/3
構造上危険な状態にある建物、耐震力不足の建物、津波浸
水想定区域内の移転又は高層化を要する建物

1/2（嵩上げ）
Is値が0.3未満の建物のうち、やむを得ない理由により補強が
困難なもの

1/2
南海トラフ地震津波避難対策特別強化地域における集団移
転促進事業に関連する学校建物の高台移転

1/2（嵩上げ） 地震による倒壊の危険性があるもの（Is値0.3～0.7未満）

2/3（嵩上げ） 地震による倒壊の危険性が高いもの（Is値0.3未満）

大規模改造 1/3 老朽化に伴う補修等、既存の学校建物の改修

長寿命化改良 1/3
構造体の劣化対策を要する築４０年以上の建物の耐久性を高
めるとともに、現代の社会的要請に応じる改修

統合改修 1/2 学校統合に伴って実施する既存建物の改修

防災機能強化 1/3
避難所として必要な学校施設の防災機能強化（非構造部材
の耐震対策、避難経路・備蓄倉庫の整備、避難所指定校への
自家発電設備の整備等）

武道場 1/3 中学校の柔道場、剣道場等の整備

太陽光発電等設置 1/2
太陽光発電等の再生可能エネルギーの整備（太陽光パネル
の設置、太陽熱利用設備・風力発電設備の整備、太陽光パネ
ル設置校への蓄電池の整備）

その他 1/3
屋外環境（グラウンド等）、木の教育環境、学校プール、学校
給食施設、高校の産業教育施設、社会体育施設等の整備、
特別支援学校の用に供する既存施設の改修

※Is値（構造耐震指標）：建物の耐震性能を表す指標。Is値が大きいほど耐震性が高い。

　　義務教育諸学校の新増築：公立学校施設整備費負担金

　　その他　　　　　　　　　　　　：学校施設環境改善交付金

改築

地震補強
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第７章 長寿命化の運用方針 

 
７-１ 情報基盤の整備と活用 

      個々の公共施設等に関する工事履歴等の管理データや稼動状況等の運営上の

データ、それらに係る経費等の財務データなどを活用し、総合管理を進めていくこと

は有効になります。  

      また、小・中学校施設の改築を進めていく上では、将来にわたる財政状況の推移

や施設全体の状況から総合的に判断したうえで優先順位をつけ、長期的な視点で

計画的に整備、修繕等を実施していく必要があります。 

    

７-２ 推進体制の整備 

本計画に掲げた基本方針や取組の着実な実現に向け、関係部署の連携が必要

になります。また、庁内関係部署はもとより、学校、保護者、地域、企業、関係機関・

団体と、それぞれの立場において連携・協力することが必要です。 

    今後、関係部署やそれぞれの関係機関・団体と連携しながら、本計画の推進や具

体的な取組みについて検討してまいります。 

 

７-３ 計画のフォローアップ 

本計画は、小・中学校施設の改修や建替えの優先順位を設定するものであり、関 

係部署と協議を行いながら整備を進めていきます。また、劣化状況の調査を行いな

がら、本計画は毎年、計画内容の見直しを行っていきます。 

 

７-４ 望ましい学校規模及び施設数 

改築の際は、将来の児童・生徒数をふまえた学校規模の偏在の是正、適正な学

校規模、学校施設の適正配置を図ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



37 

 

データ一覧 （令和３年度） 

 

基準 2021

1 11 第一小学校 校舎 18-1 小学校 校舎 RC 3 3,246 2003 H15 18 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

2 11 第一小学校 校舎 19-1,-2,-3 小学校 校舎 RC 4 1,657 2003 H15 18 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

3 11 第一小学校
体育館,屋内
ﾌﾟｰﾙ

20-1,-2,-3 小学校 体育館 RC 3 1,839 2004 H16 17 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

4 12 第二小学校 校舎 1,2,3 小学校 校舎 RC 3 4,325 1970 S45 51 旧 済 済 H18 15,0 長寿命 D B C C C 48 47

5 12 第二小学校 体育館 14,15,16 小学校 体育館 S 1 1,303 2011 H23 10 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 34

6 13 第三小学校 校舎 1,2,3 小学校 校舎 RC 2 1,235 1967 S42 54 旧 済 済 - - 長寿命 C C C C C 40 47

7 13 第三小学校 校舎 4,5,6 小学校 校舎 RC 3 3,152 1967 S42 54 旧 済 済 H17 11,2 長寿命 B C C C C 43 47

8 13 第三小学校 校舎 8-2,-3 小学校 校舎 S 2 468 1967 S42 54 旧 済 済 - - 長寿命 C C C C C 40 34

9 13 第三小学校 校舎 9 小学校 校舎 S 1 137 1967 S42 54 旧 済 済 - - 長寿命 C C C C C 40 34

10 13 第三小学校 体育館 13-1,-2 小学校 体育館 S 1 1,235 1983 S58 38 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

11 14 第四小学校 校舎
1-1,-
2,5,6,7,8,9

小学校 校舎 RC 3 2,431 1965 S40 56 旧 済 済 H17 12,2 長寿命 C C C C C 40 47

12 14 第四小学校 校舎 2-1,-2 小学校 校舎 RC 3 1,596 1966 S41 55 旧 済 済 H17 19,4 長寿命 C C C C C 40 47

13 14 第四小学校 校舎 3,4 小学校 校舎 S 1 312 1966 S41 55 旧 済 済 H17 26.6 長寿命 C C C C C 40 34

14 14 第四小学校 体育館 13-1,-2,-
3,14

小学校 体育館 S 1 1,443 1988 S63 33 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

15 15 第五小学校 校舎 1 小学校 校舎 RC 3 1,440 1969 S44 52 旧 済 済 H19 22,1 長寿命 C C C C C 40 47

16 15 第五小学校 校舎 2 小学校 校舎 RC 3 1,851 1969 S44 52 旧 済 済 H19 22,1 長寿命 B C C C C 43 47

17 15 第五小学校 校舎 3 小学校 校舎 RC 3 2,488 1969 S44 52 旧 済 済 H19 22,1 長寿命 B C C C C 43 47

18 15 第五小学校 体育館 4-1,4-2,5 小学校 体育館 S 1 1,129 1971 S46 50 旧 済 済 H22 14,4 長寿命 C C C C C 40 34

19 16 第六小学校 体育館 17-1 小学校 体育館 S 1 1,147 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

20 16 第六小学校 体育館 17-2,-3 小学校 体育館 RC 2 297 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

21 16 第六小学校 校舎 19 小学校 校舎 RC 4 4,940 1996 H8 25 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

22 16 第六小学校 校舎 20 小学校 校舎 RC 4 2,128 1996 H8 25 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

23 17 第七小学校 体育館 23 小学校 体育館 S 2 1,199 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

24 17 第七小学校 校舎 24-1,-2,-3 小学校 校舎 RC 2 1,185 2007 H19 14 新 - - - - 長寿命 A A B B B 84 47

25 17 第七小学校 校舎 25 小学校 校舎 RC 4 5,246 2007 H19 14 新 - - - - 長寿命 A A B B B 84 47

26 18 第八小学校 校舎 20 小学校 校舎 RC 4 5,629 1988 S63 33 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

27 18 第八小学校 体育館 21-1,21-
2,21-3

小学校 体育館 S 2 1,547 1989 H元 32 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

28 19 第九小学校 校舎 17-1 小学校 校舎 RC 3 1,879 1995 H7 26 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

29 19 第九小学校 校舎 17-2 小学校 校舎 RC 3 2,057 1995 H7 26 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

30 19 第九小学校 校舎 17-3,4 小学校 校舎 RC 3 738 1995 H7 26 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

31 19 第九小学校 体育館
18-1,-2,-3,-
4

小学校 体育館 S 2 1,699 1996 H8 25 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

32 19 第九小学校 校舎 21 小学校 校舎 S 2 422 2003 H15 18 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 34

33 19 第九小学校 校舎 22 小学校 校舎 RC 3 365 2012 H24 9 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

34 19 第九小学校 校舎 23 小学校 校舎 RC 2 546 2016 H28 5 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

35 20 第十小学校 校舎 1,2,4,16 小学校 校舎 RC 3 3,526 1965 S40 56 旧 済 済 H17 15,9 長寿命 C C C C C 40 47

36 20 第十小学校 校舎 5-1,-2,-3 小学校 校舎 RC 3 1,503 1970 S45 51 旧 済 済 H17 19,9 長寿命 C C C C C 40 47

37 20 第十小学校 校舎 3,3-1 小学校 校舎 RC 2 718 1970 S45 51 旧 済 済 H17 19,9 長寿命 C C C C C 40 47

38 20 第十小学校 校舎 9 小学校 校舎 W 1 64 1966 S41 55 旧 - - H17 19,9 長寿命 C C C C C 40 22

39 20 第十小学校 体育館 8,,10 小学校 体育館 S 2 922 1966 S41 55 旧 済 済 H21 17,2 長寿命 C C C C C 40 34

40 20 第十小学校 校舎 20 小学校 校舎 S 2 73 2007 H19 14 新 - - H21 17,2 長寿命 A A A A A 100 34

41 20 第十小学校 体育館 21 小学校 体育館 S 1 35 2007 H19 14 新 - - H21 17,2 長寿命 A A A A A 100 34

42 81 南小学校 校舎 1-1,-2,-3,-4 小学校 校舎 RC 4 4,076 1974 S49 47 旧 済 済 H19 14,7 長寿命 C C C C C 40 47

43 81 南小学校 校舎 6 小学校 校舎 RC 3 1,125 1979 S54 42 旧 済 済 H19 25,9 長寿命 C C C C C 40 47

44 81 南小学校 体育館 2,3-1,-2,-3 小学校 体育館 S 1 1,026 1974 S49 47 旧 済 済 H22 12,9 長寿命 C C C C C 40 34

45 83 西小学校 校舎 1-1,-2,-3 小学校 校舎 RC 3 5,344 1977 S52 44 旧 済 済 H20 25,9 長寿命 C C C C C 40 47

46 83 西小学校 体育館 3,6,7 小学校 体育館 S 1 1,021 1977 S52 44 旧 済 済 H22 23,8 長寿命 C C C C C 40 34

47 85 東小学校 校舎 35 小学校 校舎 RC 4 5,080 2010 H22 11 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

48 85 東小学校 校舎 36 小学校 校舎 RC 1 736 2010 H22 11 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

49 85 東小学校 体育館 37 小学校 体育館 RC 2 195 2010 H22 11 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

50 85 東小学校 体育館 38-1～38-
9,39-1

小学校 体育館 S 4 2,458 2010 H22 11 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 34

51 21 鈴川小学校 校舎 1-1,-2,2 小学校 校舎 RC 3 3,604 1968 S43 53 旧 - - H19 19.3 長寿命 C C C C C 40 47

52 21 鈴川小学校 校舎 27 小学校 校舎 RC 3 1,947 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

53 21 鈴川小学校 校舎 29-3 小学校 校舎 RC 1 155 1983 S58 38 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

54 21 鈴川小学校 体育館 28-1,-2,-3 小学校 体育館 S 2 1,567 1983 S58 38 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

55 22 千歳小学校 校舎 26-1 小学校 校舎 RC 2 2,452 2018 H30 3 新 - - H26 20,2 長寿命 A A A A A 100 47

56 22 千歳小学校 校舎 27 小学校 校舎 W 2 2,387 2018 H30 3 新 - - H26 19,5 長寿命 A A A A A 100 22

57 22 千歳小学校 校舎 28,29 小学校 校舎 RC 2 118 2018 H30 3 新 - - H26 19,5 長寿命 A A A A A 100 47

58 22 千歳小学校 体育館 22,30 小学校 体育館 S 1 1,009 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

59 23 金井小学校 校舎 30-1,-2,-3 小学校 校舎 RC 4 4,515 1975 S50 46 旧 済 済 H19 23,6 長寿命 C C C C C 40 47

60 23 金井小学校 校舎 32 小学校 校舎 RC 2 1,593 1981 S56 40 旧 済 済 H19 24,0 長寿命 C C C C C 40 47

61 23 金井小学校 体育館 34-1,-2,-3 小学校 体育館 S 1 1,367 1984 S59 37 新 - - - - 長寿命 C C C C C 40 34

62 24 大郷小学校 校舎 13,14,15,16 小学校 校舎 RC 3 2,994 1971 S46 50 旧 済 済 H15 15,8 長寿命 C C C C C 40 47

63 24 大郷小学校 校舎 18-1 小学校 校舎 RC 1 120 1984 S59 37 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

64 24 大郷小学校 体育館 18-2,18-3 小学校 体育館 S 2 1,144 1984 S59 37 新 - - - - 長寿命 B D B B B 56 34

65 25 明治小学校 校舎 22-1,-2,-3,-
4

小学校 校舎 RC 3 1,840 1976 S51 45 旧 済 済 H20 21.7 長寿命 C C C C C 40 47

66 25 明治小学校 校舎 30 小学校 校舎 S 2 243 2003 H15 18 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 34

67 25 明治小学校 体育館 26 小学校 体育館 S 1 630 1978 S53 43 旧 済 済 H22 18,5 長寿命 C C C C C 40 34

68 26 出羽小学校 校舎 24-1,-3,-5 小学校 校舎 RC 3 3,594 1975 S50 46 旧 済 済 H21 11,8 長寿命 C C C C C 40 47

69 26 出羽小学校 校舎 24-2 小学校 校舎 RC 3 553 1975 S50 46 旧 済 済 H20 18,0 長寿命 B C C C C 43 47

70 26 出羽小学校 校舎 32 小学校 校舎 S 3 54 2011 H23 10 新 - - 長寿命 A A A A A 100 34

71 26 出羽小学校 体育館 23,27,28,29 小学校 体育館 S 1 671 1968 S43 53 旧 済 済 H20 18,0 長寿命 C C C C C 40 34

72 27 楯山小学校 校舎 1 小学校 校舎 RC 3 2,788 1968 S43 53 旧 済 済 H18 20 長寿命 C C C C C 40 47

73 27 楯山小学校 体育館 4 小学校 体育館 S 1 745 1976 S51 45 旧 済 済 H22 18,5 長寿命 C C C C C 40 34

74 28 高瀬小学校 校舎 1-1,-2 小学校 校舎 RC 3 3,153 1969 S44 52 旧 済 済 H18 16.1 長寿命 C C C C C 40 47

75 28 高瀬小学校 体育館 2,7 小学校 体育館 S 1 823 1977 S52 44 旧 済 済 H22 16,6 長寿命 C C C C C 40 34
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76 30
山寺小学校
(中)

校舎 11,19 小学校 校舎 RC 3 3,851 1987 S62 34 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

77 30
山寺小学校
(中)

体育館 12,20 小学校 体育館 S 1 1,009 1987 S62 34 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

78 30
山寺小学校
(中)

体育館 13,21 小学校 体育館 RC 1 131 1987 S62 34 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

79 31 東沢小学校 校舎 12 小学校 校舎 RC 3 3,678 1994 H6 27 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

80 31 東沢小学校 体育館 15,16-1,16-
2

小学校 体育館 S 2 1,607 1995 H7 26 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

81 32 滝山小学校 校舎 20 小学校 校舎 RC 3 1,819 1979 S54 42 旧 済 済 H20 31,1 長寿命 C C C C C 40 47

82 32 滝山小学校 校舎 20-1 小学校 校舎 RC 3 146 1981 S56 40 新 - - H23 17,6 長寿命 B B B B B 75 47

83 32 滝山小学校 校舎 26-2,3 小学校 校舎 RC 3 1,250 1981 S56 40 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

84 32 滝山小学校 校舎 31 小学校 校舎 RC 3 2,290 1998 H10 23 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

85 32 滝山小学校 校舎 32 小学校 校舎 RC 2 421 1998 H10 23 新 - - H20 31,1 長寿命 B B B B B 75 47

86 32 滝山小学校 校舎 35 小学校 校舎 S 2 272 2004 H16 17 新 - - H23 17,6 長寿命 A A A A A 100 34

87 32 滝山小学校 校舎 35-2 小学校 校舎 S 2 437 2007 H19 14 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 34

88 32 滝山小学校 体育館 23,33 小学校 体育館 S 1 1,019 1979 S54 42 旧 済 済 - - 長寿命 C C C C C 40 34

89 89 桜田小学校 校舎 1 小学校 校舎 RC 4 5,247 1990 H2 31 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

90 89 桜田小学校 体育館 2-1,2-2,3 小学校 体育館 S 2 1,685 1991 H3 30 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

91 89 桜田小学校 校舎 5 小学校 校舎 S 2 264 2003 H15 18 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 34

101 86 宮浦小学校 校舎 1,6 小学校 校舎 RC 4 5,224 1981 S56 40 旧 済 済 H19 21.7 長寿命 B B B B B 75 47

102 86 宮浦小学校 体育館 2 小学校 体育館 S 1 1,038 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

103 34 蔵王第一小 校舎 14-1,-2 小学校 校舎 RC 4 4,365 1977 S52 44 旧 済 済 H18 32,8 長寿命 C C C C C 40 47

104 34 蔵王第一小 校舎 21 小学校 校舎 RC 4 409 2012 H24 9 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

105 34 蔵王第一小 体育館 16 小学校 体育館 S 1 1,051 1979 S54 42 旧 済 済 H22 23.5 長寿命 C B C C C 50 34

106 35 蔵王第二小 校舎
11-1,16-1,-
2

小学校 校舎 RC 4 3,631 1978 S53 43 旧 済 済 H20 34,5 長寿命 C C C C C 40 47

107 35 蔵王第二小 体育館 13-1,17 小学校 体育館 S 1 788 1980 S55 41 旧 済 済 H23 27,9 長寿命 C C C C C 40 34

108 36
蔵王第三小
(中)

校舎
1-1,-2,-
3,2,1-1,1-2,5

小学校 校舎 RC 3 2,173 1970 S45 51 旧 済 済 H18 20.1 長寿命 C C C C C 40 47

109 36
蔵王第三小
(中)

体育館 3,2 小学校 体育館 S 1 726 1970 S45 51 旧 済 済 H21 19,2 長寿命 A C C C C 45 34

110 38 南山形小学校 校舎
17-1,-2,29-
1,-2

小学校 校舎 RC 3 4,288 1976 S51 45 旧 済 済 H20 25,7 長寿命 C C C C C 40 47

111 38 南山形小学校 体育館 26-1,26-
2,27

小学校 体育館 S 2 1,650 1991 H3 30 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

112 38 南山形小学校 校舎 28-1,28-2 小学校 校舎 W 2 678 1995 H7 26 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 22

113 90
みはらしの丘
小学校

校舎 1 小学校 校舎 RC 3 4,838 2006 H18 15 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

114 90
みはらしの丘
小学校

体育館 2 小学校 体育館 RC 2 1,565 2006 H18 15 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

115 90
みはらしの丘
小学校

校舎 5 小学校 校舎 S 2 664 2019 H31 2 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 34

116 39 本沢小学校 体育館 14-1,-2,15-
2

小学校 体育館 S 1 633 1979 S54 42 旧 済 済 H22 29,2 長寿命 C C C C C 40 34

117 39 本沢小学校 校舎 20,21 小学校 校舎 RC 3 2,611 1991 H3 30 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

121 42 村木沢小学校 校舎 17-1,-2 小学校 校舎 RC 2 1,750 1972 S47 49 旧 済 済 H20 14,9 長寿命 C C C C C 40 47

122 42 村木沢小学校 体育館 21,25 小学校 体育館 S 1 650 1977 S52 44 旧 済 済 H21 21 長寿命 C C C C C 40 34

123 43 大曽根小学校 校舎 15-1,-2 小学校 校舎 RC 3 1,806 1973 S48 48 旧 済 済 H17 16,4 長寿命 C C C C C 40 47

124 43 大曽根小学校 体育館 17-1,-2,-3 小学校 体育館 S 2 726 1979 S54 42 旧 済 済 H22 26,6 長寿命 C C C C C 40 34

125 3548 第一中学校 校舎 1-1,-2,7 中学校 校舎 RC 4 7,505 1979 S54 42 旧 済 済 H21 24,7 長寿命 C C C C C 40 47

126 3548 第一中学校 体育館 2-1,-2,-3 中学校 体育館 S 1 1,544 1979 S54 42 旧 済 済 H23 24,4 長寿命 C C C C C 40 34

127 3548 第一中学校 柔剣道場 6-1,-2 中学校 武道場 S 1 750 1991 H3 30 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

128 3512 第二中学校 校舎 35-1,-2 中学校 校舎 RC 4 8,423 1985 S60 36 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

129 3512 第二中学校 体育館
36-1,-2,-3,-
4

中学校 体育館 S 2 1,644 1985 S60 36 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

130 3512 第二中学校 柔剣道場 40-140-2 中学校 武道場 S 1 647 1990 H2 31 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

131 3513 第三中学校 校舎 27 中学校 校舎 RC 2 593 1972 S47 49 旧 済 済 - - 長寿命 C C C C C 40 47

132 3513 第三中学校 校舎 37,42 中学校 校舎 RC 4 7,311 1986 S61 35 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

133 3513 第三中学校 体育館
40-1,-2,-3,-
4,-5

中学校 体育館 S 2 1,774 1987 S62 34 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

134 3513 第三中学校 柔剣道場 41 中学校 武道場 RC 2 765 1991 H3 30 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

135 3514 第四中学校 校舎 1-1,-2,7 中学校 校舎 RC 4 8,607 1980 S55 41 旧 済 済 H21 24,2 長寿命 B B B B B 75 47

136 3514 第四中学校 体育館 3-1,-2,-3 中学校 体育館 S 2 1,741 1981 S56 40 旧 済 済 H23 21.8 長寿命 B B B B B 75 34

137 3514 第四中学校 柔剣道場 6 中学校 武道場 RC 2 679 1990 H2 31 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

138 3515 第五中学校 体育館 20-1,-2,-3 中学校 体育館 RC 3 3,220 1989 H元 32 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

139 3515 第五中学校 校舎 24,25,26 中学校 校舎 RC 4 7,439 2014 H26 7 新 - - - - 長寿命 A A A A A 100 47

140 3516 第六中学校 校舎 26-1,-2 中学校 校舎 RC 4 8,012 1984 S59 37 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

141 3516 第六中学校 体育館
27-1,-2,-3,-
4,-6,-7

中学校 体育館 RC 3 3,345 1985 S60 36 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

142 3517 第七中学校 校舎 16-1,20 中学校 校舎 RC 4 6,004 1992 H4 29 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

143 3517 第七中学校 体育館
17-1,-2,-3,-
4

中学校 体育館 S 2 1,654 1993 H5 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

144 3517 第七中学校 柔剣道場 18-1,-2 中学校 武道場 S 1 733 1994 H6 27 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

145 3546 第八中学校 校舎 1-1,-2,-3 中学校 校舎 RC 3 3,560 1973 S48 48 旧 済 済 H21 20,1 長寿命 C C C C C 40 47

146 3546 第八中学校 体育館 3-1,-2,-3,4 中学校 体育館 RC 1 2,063 1974 S49 47 旧 済 済 H17 17.1 長寿命 C C C C C 40 47

147 3546 第八中学校 柔剣道場 8-1,-2 中学校 武道場 RC 2 707 1993 H5 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

148 3547 第九中学校 校舎 1-1,-2,2 中学校 校舎 RC 3 3,532 1974 S49 47 旧 済 済 H20 14,0 長寿命 C C C C C 40 47

149 3547 第九中学校 体育館 3,4-1,-2 中学校 体育館 S 1 980 1976 S51 45 旧 済 済 H23 23.3 長寿命 C C C C C 40 34

150 3547 第九中学校 柔剣道場 10 中学校 武道場 RC 2 702 1993 H5 28 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

151 3549 第十中学校 校舎 1-1 中学校 校舎 RC 4 6,692 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

152 3549 第十中学校 校舎 1-2,7 中学校 校舎 RC 3 609 1989 H元 32 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

153 3549 第十中学校 体育館 3-1,-2,-3 中学校 体育館 S 2 1,657 1983 S58 38 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

154 3549 第十中学校 柔剣道場 8 中学校 武道場 S 1 727 1991 H3 30 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

155 3518 金井中学校 校舎 20 中学校 校舎 RC 4 4,331 1981 S56 40 新 済 済 H21 28,8 長寿命 B B B B B 75 47

156 3518 金井中学校 体育館 21-1,-2,-3 中学校 体育館 S 1 1,103 1982 S57 39 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

157 3518 金井中学校 校舎 25,20-1 中学校 校舎 RC 2 703 1988 S63 33 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

158 3518 金井中学校 柔剣道場 26-1,26-2 中学校 武道場 RC 2 637 1992 H4 29 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

159 3519 高楯中学校 校舎 24 中学校 校舎 RC 4 4,308 1983 S58 38 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

160 3519 高楯中学校 体育館 25-1,-2,-3 中学校 体育館 S 1 1,138 1984 S59 37 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 34

161 3519 高楯中学校 柔剣道場 29 中学校 武道場 RC 2 687 1994 H6 27 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

162 3522 蔵王第一中 校舎 18-1,-2,25 中学校 校舎 RC 3 4,853 1979 S54 42 旧 - - - - 長寿命 C C C C C 40 47

163 3522 蔵王第一中 体育館 17-1,-2,18-
3

中学校 体育館 S 1 1,103 1979 S54 42 旧 済 済 H23 25,2 長寿命 C C C C C 40 34

164 3522 蔵王第一中 柔剣道場 22 中学校 武道場 RC 2 694 1992 H4 29 新 - - - - 長寿命 B B B B B 75 47

※ 南沼原小学校、西山形小学校は、改築中のため除く                                                                                                                                                                                    
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【変更履歴】 

策  定  令和２年５月１８日 

一 部 改 正  令和４年３月２３日 

一 部 改 正  令和４年４月２８日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


